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シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
に
感
謝

 
市道の市道の市道の市道の最低最低最低最低高さ高さ高さ高さ    5.15.15.15.1    

管底高設定の管底高設定の管底高設定の管底高設定の目安目安目安目安 

 

R3.8.14 午後 4 時の状況 

放流先（案） 

バイパスバイパスバイパスバイパス管設置管設置管設置管設置（案）（案）（案）（案）概要概要概要概要    

■ヒューム管：口径 800 ㎜ 延長約 20ｍ 

■管の設置高さ（管底高）は、市道の最低高と企業の敷地高との間を目安として設定する。 

（ただし、詳細は要検討） 

■管の放流先には、流速を抑え、流下方向等を調整することを目的とした桝を設ける。 

（農作物に影響がないように計画） 

■当該（案）は、滞留した雨水のうわ水を圃場側へ放流することで、上地区における市道冠

水や企業敷地の浸水を防ぐことができ、また、うわ水の放流であることから徐々に流下さ

せることができるため、下地区圃場への影響を最小限に抑えることができる。 

■当該（案）に限らず、浸水対策を進めるに際しては、上・下双方地区における合意が必要。 

バイパスバイパスバイパスバイパス管管管管のののの高さ高さ高さ高さ設定について（設定について（設定について（設定について（目安）目安）目安）目安） 

企業の敷地高さ企業の敷地高さ企業の敷地高さ企業の敷地高さ    6.16.16.16.1    

八方原地区の浸水対策 

＜資料②＞ 

バイパス管設置（案） 

バイパス管設置（案）の完成イメージ 

　

老
人
ク
ラ
ブ
社
会
奉
仕
活
動
は
９
月
20
日

に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
八
方
原
老
人

会
で
は
、
当
日
市
道
の
除
草
清
掃
を
実
施
さ

的
機
能
支
払
制
度
の
日
当
支
払
対
象
事
業
の

「
共
同
作
業
」
と
し
て
も
行
っ
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　

全
長
で
は
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
近
い
道
路

の
清
掃
で
す
か
ら
、簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
先
輩
方
の
活
躍
に
感
謝
で
す
。

に
な
り
ま
す

の
で
、
多
面

　

水
路
堤
体
の
除
草
管
理
は
、
多
面
的
機
能

支
払
制
度
の
重
要
な
項
目
で
す
。
こ
の
た
め

当
会
で
は
５
月
、
７
月
、
９
月
の
第
一
日
曜

日
を
作
業
日
に
指
定
し
て
、
土
地
所
有
者
の

方
々
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
都
合
が
合
わ
な
い
こ

と
も
少
な
く
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間

で
作
業
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
洪
水
対
策
に
つ
い

て
の
市
の
担
当
課
と
の
話
し
合
い
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

会
議
に
は
自
治
会
、
農
事
組
合
法
人
八
方

原
、
同
水
利
担
当
者
、
上
組
水
利
組
合
、
関

係
す
る
１
班
住
民
代
表
と
事
業
者
代
表
が
出

席
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
九
田
川
の
椹
野
川
本
流
へ
の
排

水
口
付
近
に
、
一
定
水
位
を
保
て
る
よ
う
に

バ
イ
パ
ス
水
路
を
設
け
、
八
方
原
農
地
の
西

側
排
水
路
に
直
接
で
は
あ
り
ま
す
が
、
徐
々

に
流
す
と
い
う
対
策
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
流
側
か
ら
一
気
に
流
す
今
の
緊
急
策
と

は
大
き
く
異
な
る
方
法
で
す
。

れ
ま
し
た
。
今
回
は
29
名
の

元
気
高
齢
者
が
活
動
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
道
で
す
が
、
農
地
に
隣

接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
農

地
離
接
道
路
」
と
い
う
扱
い

県道との交差点まで手分けをされて、作業されました（９月２０日）

全
国
一
斉
活
動
の
表
示

と
な
る
の
ぼ
り
旗

当日の会議で示された計画、水位の上昇に応じて放流

まだまだ暑い９月の半ば、除草作業に取り組む

水
路
の
管
理
は
除
草
か
ら

山口市下水道課から

新たな防災対策を提案



水路壁面をにらみながら刈り残しの無いように
葬儀の受付に置かれていた卓

越技能賞の盾（８月２６日）
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八
方
原
子
ど
も
会
で
は
、
学
校
に
通
う
児

童
の
た
め
に
時
計
を
設
置
す
る
こ
と
を
、
今

年
の
計
画
に
上
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

児
童
が
集
合
し
て
出
発
す
る
の
に
、
彼
ら

は
時
計
を
持
た
な
い
の
で
、
家
を
出
る
と
き

の
時
刻
し
か
頼
る
も
の
が
な
い
と
い
う
の
が

今
ま
で
で
し
た
。
出
発
の
時
刻
が
ま
ち
ま
ち

で
は
い
け
な
い
の
で
、
基
準
に
な
る
時
計
が

必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
時
計

の
設
置
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。

　

場
所
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
も
協
議
し
た

結
果
、
集
合
場
所
の
水
路
の
脇
に
決
定
し
ま

し
た
。
８
月
25
日
工
事
が
行
わ
れ
、
頑
丈
な

白
い
ポ
ー
ル
を
固
定
し
、
そ
こ
に
時
計
が
取

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
か
ら
、
早
生
品
種
の
稲
刈
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
圃
場
の
南
側
約
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
二
日
間
で
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
は
、
稲
も
地
面
も
乾
燥
し
て
い
な

い
と
で
き
ま
せ
ん
。
常
に
天
候
と
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
計
り
な
が
ら
作
業
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

稲
刈
り
で
は
最
初
に
外
周
を
刈
り
取
り
ま

す
。
大
型
の
コ
ン
バ
イ
ン
も
右
側
ぎ
り
ぎ
り

で
刈
り
取
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
最
初
の
刈
り
取
り
は
外
側
の
障
害
物
に
接

触
し
な
い
よ
う
に
、
慎
重
に
進
み
ま
す
。

　

地
面
の
状
況
で
、
大
き
な
コ
ン
バ
イ
ン
も

微
妙
に
進
行
方
向
が
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
一
本
レ
バ
ー
（
操
縦
桿
）
で
修
正
し

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
進
め
ま
す
。

　

外
周
が
終
わ
れ
ば
、
次
は
ほ
ぼ
全
速
力
で

刈
り
取
り
で
す
。

　

当
地
区
で
30
年
以
上
事
業
を
行
っ
て
こ
ら

れ
た
株
式
会
社
高
山
造
庭
園
の
代
表
高
山
昭

俊
氏
が
令
和
３
年
８
月
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
会
に
と
っ
て
も
頼
れ
る
存
在
で
し
た

が
、
病
魔
に
は
勝
て
ず
、
74
歳
の
生
涯
を
終

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

業
界
へ
の
貢
献
に
黄
綬
褒
章
、
ま
た
現
代

の
名
工
と
も
呼
ば
れ
る
卓
越
技
能
賞
な
ど
輝

か
し
い
実
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
方
原
神
社
（
岡
田
の
天
神
様
）
の
由
来

は
諸
説
あ
り
ま

す
。
中
で
も
菅

原
道
真
が
大
宰

府
に
下
る
際

に
、
こ
の
付
近

に
留
ま
っ
た
と

い
う
言
い
伝
え

も
あ
り
、
そ
の

縁
で
こ
こ
に
天

神
様
が
祀
ら
れ

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
津
地
区
の
個
人
の
畑
に
自
作
の
看
板
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は

嵐
に
襲
わ
れ
た
道
真
一
行
を
「
龍
」
が
助
け

て
、
椹
野
川
の
竜
宮
淵
に
避
難
さ
せ
た
と
い

う
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

史
実
で
は
防
府
の
中
の
関
を
出
た
一
行
は

嵐
に
襲
わ
れ
、
九
州
に
流
れ
着
い
た
と
い
う

こ
と
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
前
に
、
八
方
原
地
区
付
近
に
一
時
避

難
を
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

秋
の
収
穫 

稲
刈
り
が
ス
タ
ー
ト

み
ん
な
の
集
合
場
所
に
時
計
塔
が
設
置

「
現
代
の
名
工
」
高
山
昭
俊
さ
ん
逝
く

１
１
０
０
年
前
に
思
い
を
馳
せ
る
時

手作り感満載の看板（東津上）

新学期のスタートは新しい時計塔から


